
20200819 第９回執行委員会 

県連は 19 日、ビジョンセンター横浜にて、第 9 回執行委員会を開催し 17 名が出席しました。協議事

項は「第 53 回定期大会関連」「今後の行動」など、大会議案の内容や活動の仕方について協議し確認

しました。 

 

亀崎執行委員長の挨拶   

この間、立憲と国民はそれぞれ解党し新党を立ち上げることになり

ました。年内にも衆議院選挙が実施されれば、運輸労連としても何

かしらの行動が求められるので、ご協力をお願いします。 

 

協議事項 

１．賃金労働条件の改善に向けた取り組み 

（1）2020 春闘の総括（案） 

●望月書記次長より、説明され確認されました。 

２．産別運動強化への取り組み 

（1）県連第 53 回定期大会各議案について 

●高橋書記長より、各議案の説明がされ確認されました。 

〇新型コロナウイルス感染症の影響で書面開催や各種行動が中止・延期になるなど、予算執行に

も影響がでました。 

〇新型コロナウイルス感染症の中、運動が停滞しない取り組みを進める。 

確認事項 

□開催告示及び代議員割当てについて 

□大会運営について 

□資格審査委員会•選挙管理委員会各役員について 

（2）県連構成組合定期大会日程の確認 

●各組合の定期大会には、基本的にはメッセージ対応とします。 

（3）令和 2 年 7 月豪雨災害カンパの取り組みについて 

●運輸労連中央本部からの要請に基づき『災害支援カンパ』に取り組む事が確認されました。 

３．今後の行動計画について 

４．その他 

●労働政策部より、賃金水準の把握について平均賃金（所定内）・平均年齢・平均勤続についい 

ての調査をお願いしたい。と要請がありました。 

●交通遺児家庭の会への支援カンパ状況と再度の取り組み要請がされました。 

全ての議事が確認され終了しました。 

 

 

 
 

 

 


